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友と戯れ　こだます歓声
（４月19日、江刺家小学校校庭）
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【
山
根
小
学
校
長
】

❶
宮
古
市
立
山
口
小
学
校
❷
山

田
町
❸
55
歳
❹
ア
ウ
ト
ド
ア
全

般
❺
20
数
年
ぶ
り
に
山
根
小
学

校
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

地
で
再
び
働
く
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

佐々木　優
すぐる
校長

【
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
長
】

❶
県
警
察
本
部
❷
久
慈
市
❸
50

歳
❹
野
球
観
戦
❺
約
20
年
ぶ
り

に
、
毎
日
制
服
に
腕
を
通
し
て

新
鮮
な
気
持
ち
で
す
。念
願
だ
っ

た
駐
在
所
勤
務
で
、
こ
れ
か
ら

の
生
活
が
楽
し
み
で
す
。

森岩　春
はる
雄
お
所長

【
長
興
寺
小
学
校
長
】

❶
八
幡
平
市
立
大
更
小
学
校
❷

盛
岡
市
❸
54
歳
❹
テ
ニ
ス
❺
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
な
が
ら
、
職
員
が
一
丸
と
な

り
、
元
気
で
た
く
ま
し
い
子
ど

も
た
ち
を
育
て
た
い
と
思
い
ま

す
。

藤村　健
けん
一
いち
校長

【
伊
保
内
小
学
校
長
】

❶
滝
沢
市
立
一
本
木
中
学
校
❷

八
幡
平
市
❸
53
歳
❹
ア
ウ
ト
ド

ア
全
般
❺
小
学
校
は
初
め
て
の

着
任
と
な
り
ま
す
が
、
地
域
や

先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

伊
保
内
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

伊藤　博
ひろ
之
ゆき
校長

　

障
が
い
者
相
談
員
は
、
村
が

委
嘱
し
た
民
間
の
相
談
員
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
や
、
そ
の
家

族
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

受
け
付
け
、
問
題
解
決
の
た
め

の
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
の
相
談
員
は
、
下
記

の
皆
さ
ん
で
す
。
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

■
身
体
障
が
い
者
相
談
員

　
◦
滝
本
た
け
（
戸
田
上
）

☎
43-

２
８
４
９

　
◦
平
中
昭
夫
（
荒
谷
）

☎
42-

３
４
３
７

　
◦
池
田
武
雄
（
丸
木
橋
）

☎
42-

３
７
８
３

■
知
的
障
が
い
者
相
談
員

　
◦
柾
本
啓
子
（
伊
保
内
下
）

☎
42-

２
４
３
７

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

障
が
い
者
相
談
員
を
紹
介

　

カ
シ
オ
ペ
ア
地
域
医
療
福
祉

連
携
研
究
会
で
は
、市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
申

し
込
み
不
要
で
、
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

　

最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら

す
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　
６
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　
二
戸
市
民
文
化
会
館

■
講
演　
「
最
後
ま
で
自
分
ら
し

　
　
　
　

 

く
暮
ら
す
た
め
に
」

講
師
：
高
山
義
浩（
沖

縄
県
立
中
部
病
院
感

染
症
内
科
医
長
）

■
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ　
二
戸
保
健
所

　
（
☎
23-

９
２
０
２
）

参
加
し
ま
せ
ん
か

カ
シ
オ
ペ
ア
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム



3 広報くのへ●2017（Ｈ29）５月

○総＝総務企画課、○税＝税務会計課、○住＝住民生活課、
○農＝農林建設課、　○議＝議会事務局、○教＝教育委員会事務局

　

行
政
連
絡
員
は
、
各
行
政
区

と
村
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
で
す
。

村
か
ら
の
文
書
や
チ
ラ
シ
の
配

布
、
各
種
調
査
な
ど
の
取
り
ま

と
め
が
主
な
仕
事
で
す
。

　

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
地
域
行
事
や
行

政
区
の
支
援
を
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
声
を
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

【
主
な
活
用
法
】

▽
地
域
行
事
へ
の
協
力

▽
自
治
会
総
会
資
料
作

成
な
ど
の
補
助

▽
地
域
か
ら
行
政
に
対

し
要
望
事
項
な
ど
、
担

当
機
関
へ
の
取
り
次
ぎ

役場の事務内容などが説明された行政連絡員会議

平成29年度

行政連絡員と
地域サポーター

行 政 区 行政連絡員 地域サポーター（所属課等）
瀬 月 内 夏井　謙一 中村　　学○総 桂川祐太郎○教
宇 堂 口 山本　繁藏 大久保勝彦○住 山本　拓洋○税
泥 の 木 篠山　信一 髙倉　孝一○税 篠山　　剛○総
平　 内 本地　善也 岩崎　一弘○農 舘　　伸幸○住
妻 の 神 山下　一義 柳平　善行○住 碓氷あかね○住
戸 田 上 高見舘　保 中奥　達也○農 岩崎　浩美○総
戸 田 下 橋本　敏夫 晴山美佐子○税 関端　祐介○税
戸田舘の下 馬場　　茂 觸澤　英之○総 下澤奈々花○税
山　 根 舘　　孝一 上村　浩之○住 田澤　直樹○住
荒　 谷 若山　秀一 関口　猛彦○農 向井　祐貴○農
二 ツ 家 岩本　幸広 上村　勝己○教 佐賀　友洋○教
鹿　 島 三春　末一 吉川清一郎○住 横井　俊祐○農
伊保内上 下川原光江 松浦　拓志○総 岩渕　信毅○税
伊保内下 櫻庭　　孝 大向　一司○議 小野寺さゆり○住
川　 向 西山　　弘 坂下　守男○議 下村　　明○総
南　 田 岩渕　好生 杉村　幸久○教 下高山朋徳○農
小　 倉 本地　春彦 久保　太毅○農 櫻庭　和輝○農
長興寺上 沢口　春勝 川原　憲彦○教 中村　智子○教
長興寺下 柳平美七子 玉川　光彦○税 下川原美保子○総
大　 向 坂本　順二 和田沙耶香○住 大谷　鈴音○農
五 枚 橋 坂本　福雄 細川　　忍○農 小野寺　隆○農
荒　 田 古舘　弘行 野辺地利之○住 古舘　里美○住
雪　 屋 大﨑　善實 小野寺　正○農 山本　猛輝○農
田　 代 野辺地義雄 野辺地　実○教 前川　和也○税
柿 の 木 大石　　稔 坂野上克彦○総 南　　公太○住
江刺家上 道地　　清 斉藤　　諒○総 上宿　智史○税
江刺家下 舘口　賢造 古舘　英一○総 河村　侑乃○住
道　 地 大石　信男 野辺地龍一○農 船山　信香○住
丸 木 橋 池田　一男 佐藤　康輔○農 八重樫秀昭○総
山　 屋 上山　　実 浅水　　渉○農 細川　　猛○農
細　 屋 大向　信吉 大崎　篤史○農 笹山　　永○農

新採用
職員を
紹介します

平成29年度

◎税務会計課
下澤　奈

な
々
な
花
か

「新しい環境で慣れない
ことだらけですが、少し
でも早く仕事を覚えられ
るように頑張ります」

（18歳・戸田上）

◎農林建設課
大谷　鈴

すず
音
ね

「少しでも早く仕事に慣
れ、皆さまのお役に立て
るよう精一杯頑張ります。
よろしくお願いします」

（18歳・南田）

（カッコ内は年齢・出身地）
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乳
が
ん
は
40
代
～
50
代
の
女

性
、
子
宮
頸け
い
が
ん
は
20
代
～
30
代

の
女
性
で
発
症
率
１
位
の
が
ん

で
す
。
検
診
を
受
け
て
乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
、
早
期
発
見

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
検
診
料

①
乳
が
ん
検
診

　
30
～
39
歳　
　

  

２
０
０
０
円

　
40
～
49
歳　
　

  

１
８
０
０
円

　
50
歳
以
上　
　

  

１
０
０
０
円

②
子
宮
頸
が
ん
検
診

月  日  会　場 受付  対　象　地　区

５月
24 日

村老人福祉セ
ンター

午前 瀬月内、宇堂口、泥の木、戸田上、戸田舘
の下

午後 平内、妻の神、戸田下、山根

５月
25 日

江刺家ふるさ
とセンター 午前 田代、柿の木、江刺家上・下、道地、丸木橋、

山屋、細屋
保健センター 午後 長興寺上・下、大向、五枚橋、荒田、雪屋

５月
28 日 保健センター

午前 二ツ家、鹿島、伊保内下、小倉
午後 荒谷、伊保内上、川向、南田、休日希望者

　
　
　
　
　
　
　

  

１
２
０
０
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
70
歳

以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

■
対
象
者

①
乳
が
ん
検
診　
30
歳
以
上

《
検
査
内
容
》

30
～
39
歳
…
エ
コ
ー
検
査

40
～
49
歳
…
乳
房
Ｘ
線
撮
影
、

エ
コ
ー
検
査

50
歳
以
上
…
乳
房
Ｘ
線
撮
影

※
エ
コ
ー
検
査
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。

②
子
宮
頸
が
ん
検
診   

20
歳
以
上

《
検
査
内
容
》

視
診
・
細
胞
診
・
内
診
・
経

膣
超
音
波

※
年
齢
は
平
成
29
年
４
月
１
日

現
在
の
年
齢
で
す
。
子
宮
頸
が

ん
・
乳
が
ん
検
診
を
昨
年
度
受

診
し
た
人
は
、
今
回
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

■
受
検
時
の
注
意

○
次
に
該
当
す
る
人
は
、
乳
が

ん
検
診
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
前
胸
部
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
、

Ｃ
Ｖ
ポ
ー
ト
、
シ
ャ
ン
ト
を
埋

【乳・子宮頸がん検診日程】 受
け
ま
し
ょ
う

　
乳
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

村
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
は
、「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た

ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

現
在
47
人
の
会
員
が
地
域
で

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま

す
。あ
な
た
も
ぜ
ひ
会
員
に
な
っ

て
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

■
募
集
対
象
者

　

受
講
後
に
村
食
生
活
改
善
推

進
員
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
で
き
る
人

■
受
講
期
日

①
７
月
５
日
（
水
）

②
７
月
12
日
（
水
）

③
７
月
26
日
（
水
）

④
８
月
２
日
（
水
）

※
受
講
期
日
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
講
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

30
分

■
会
場

　
村
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

■
申
込
締
切

　
６
月
13
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２
）

食
生
活
改
善
推
進
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

め
込
ん
で
い
る

・
妊
娠
中
、
妊
娠
の
可
能
性
が

あ
る

・
豊
胸
術
を
受
け
た

○
乳
が
ん
検
診
に
は
、
前
開
き

の
衣
服
、
羽
織
る
バ
ス
タ
オ
ル

な
ど
を
準
備
く
だ
さ
い
。

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
際
は
、

な
る
べ
く
ス
カ
ー
ト
を
準
備
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２
）

≪受付時間≫
　　　　〇乳がん検診　30 ～ 49 歳　午前９時～午前 10 時 30 分
　　　　　　　　　　　50 歳以上　   午前９時 30 分～午前 10 時 30 分
　　　　〇子宮頸がん検診　　　　　 午前９時 30 分～午前 10 時 30 分
　　　　〇乳がん・子宮頸がん検診　 午後１時～午後２時

午前

午後

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

（
減
塩
お
か
ず
の
試
食
提
供
）



5 広報くのへ●2014（Ｈ27）５月

平成28年度

定期監査結果
１．監査対象

　総務企画課、税務会計課、住民生活課、
農林建設課、農業委員会事務局、議会事務
局、選挙管理委員会事務局、教育委員会事
務局

２．監査期間　平成 29 年１月 23 日～ 25 日

３．監査の範囲および方法　
　今回の監査は、全会計および基金を対象
とする事務・事業を対象とし、平成 28 年
４月１日から 12 月 28 日までに執行され
た財務などに関する事務について、監査対
象機関から提出された監査資料および監査
対象の簿冊などの内容を審査し、下記の各
項目について、事務の執行が法令などの定
めに従って適正に行われているか、また、
財務に関する事務の執行および経営に係る
事業の管理が法令などの定めに従って適正
に行われているかどうかについて、関係書
類を調査するとともに、担当職員から説明
を求めるなどの方法にて実施した。

４．指定資料　
①予算執行状況＜歳入・歳出＞②未収金調
書（滞納繰越分）③契約事項調書（物品・備品）
④工事執行状況⑤主な事業状況⑥調定処理
簿⑦収納簿（滞納整理簿含む）⑧不納欠損
処理簿⑨債権残高調書（基金運用状況含む）
⑩備品管理台帳⑪財産管理台帳⑫出勤簿⑬
休暇処理簿⑭時間外整理簿⑮その他

５．監査の結果　
　全会計における予算の執行状況および主
要な事業の執行状況ならびに補助金などの
執行状況については、所期の成果を挙げる
べく効果的な事務処理に努めていると認め
られた。また、上記の監査対象の事務など
については、法令などの定めに従って適正
に処理されているものと認められた。（※
なお、会計別執行状況および基金運用状況
は、役場前掲示板に掲示しています）

5 広報くのへ●2017（Ｈ29）５月

行財政改革
平成28年度の取り組み状況

　平成28年度は、財政効果の面から見ると117万円の目標
額に対して職員の定員管理適正化や村税徴収率の向上など
の努力によって153万円の実績が得られました。
　また、財政効果以外にも次のような取り組みが挙げられ
ます。

引き続き21項目の改善に取り組む
　平成29年度においては、財政効果の目標額は特に定め
ないものの、庁内経費節減等推進実行計画の推進をはじめ
とする経費節減に不断に取り組みながら、引き続き21の
改善項目を掲げて住民サービスの向上と効率的行政運営の
両立を目指していきます。

平成29年度の主な改善項目

庁内経費節減等推進実行計画による経費節減の徹底

協働の村づくりの推進

望ましい教育環境の在り方検討委員会による答申

定員管理適正化計画に基づく職員定員管理

人事評価制度の導入

税の公平な徴収確保

平成28年度の主な改善項目

事務事業の評価制度の推進

経常経費の徹底的な削減

行政と住民・企業・ＮＰＯなどとの協働

組織機構の改善

職員の定員管理適正化
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

やペットボトルなどを拾い集めました（写真はいわて県北クリーン㈱）

割り当てられた地区で、道路脇に
捨ててあるごみを拾いました

美しい村を維持しようと、積極
的に清掃活動に汗を流しました

４月 15日はクリーン九戸行動日
きれいな村を継続しよう
　クリーン九戸行動日に設定された４月15日、村内全域にお
いてごみ拾いなどの清掃活動が展開されました。役場駐車場
で行われた開会式では、五枚橋久夫村長が「今までも取り組
んできている環境美化活動を継続し、きれいで美しい村づく
りに協力いただきたい」と呼び掛けました。
　この日は、村内各地域で自治会や子ども会、各種団体など
が協力しながら、雪解け後に目立つ空き缶や空き瓶、古新聞
など路肩に捨てられているごみを拾い集めました。うららか
な春空の下、参加者は小鳥のさえずりに九戸の春を感じなが
ら、自分たちの手できれいな村を維持していこうと、約２時間、
ごみ拾いに汗を流していました。

在校生に入学を祝福される新入生の児童たち

戸田小に７人入学
期待に胸を膨らませ
　４月７日、村内５つの小学校で入学式が行われました。最高気
温が15度を上回り陽気に恵まれたこの日、戸田小学校では７人
が学校生活をスタートさせました。新入生７人は先生から名前を
呼ばれたときだけではなく、漆原一三教育長や来賓の皆さんの歓
迎のあいさつのときにも、元気な返事をし、礼儀正しく式に臨ん
でいました。在校生を代表して、児童会長の安堵城優豪君（６年）
が「行事などでは力を合わせ頑張っていきましょう」と歓迎しま
した。新入生たちは元気で明るい表情で式に臨み、これから始ま
る学校生活へ期待に胸を膨らませていました。

村消防団・規律訓練礼式の部
14分団が６連覇の栄誉
　村消防団訓練大会の規律訓練礼式の部は４月23日、伊保内
小学校校庭で行われました。時折、小雨が降る肌寒い中、村
内全15分団から176人が出場し、日頃鍛錬された部隊訓練
の成果を競い合いました。各分団は指揮者の号令の下、隊列
を組み部隊行動にて順位を競いました。団員たちは、士気高
く堂々と行動し、節度ある統制の取れた部隊訓練を披露して
いました。審査の結果、第14分団が６連覇を達成。第２位は
第５分団、第３位は第１分団となりました。

規律正しく、節度ある部隊訓練で６連覇を成し遂げた第14分団
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子どもから大人まで参加して、空き缶

協力してごみを拾う、村地域婦人団
体協議会

始球式を行い、本年度の営業開始を祝いました

パークゴルフ場が４月 24日オープン
振る舞いで手厚い歓迎
　くのへパークゴルフ場では４月24日
から本年度の営業が始まりました。当日
は雲１つ無い晴天に恵まれ、県内外から
約170人が集まりオープンセレモニーが
行われ、五枚橋久夫村長と村議会の上村
昇議長による始球式でオープンを祝福し
ました。
　その後、九戸村産の鶏肉と野菜が入っ
た焼き肉やおにぎり、餅せんべいなどが
参加者へ無料で振る舞われました。十和
田市から来たという澤光雄さん（67歳）
は「10年ぐらい前から毎年利用している。
地元食材を使ったもてなしがおいしくて
最高」と喜んでいました。くのへパーク
ゴルフ場は４月中、無料開放され多くの
来場者を歓迎していました。

自慢の牛を持ち寄り順位を競い頂点を争いました

村Ｂ&Ｗショウに 24頭
春光映え優劣競う
　村酪農改良同志会が主催する村Ｂ&Ｗショウは４月９日、
柔らかな春の光が降り注ぐ中、旧戸田中学校裏で行われまし
た。開会式では下川原龍則会長が「乳牛を改良し、これから
も安心安全な牛乳を消費者に提供していきたい」とあいさつ。
大会には酪農家が手塩に掛けて育てた24頭が出品。月齢に応
じて６部門に分かれ、肉付きや骨格の生育具合、体全体のバ
ランスなどが審査され優劣を競いました。審査の結果、未経産・
経産の両部門とも欠端信雄さん（戸田上）の出品牛がグラン
ドチャンピオンに輝きました。

６年前のタイムカプセルを採掘した、伊保内幼稚園を卒園した児童たち

閉園時のタイムカプセル採掘
伊保内幼稚園へ思いはせ
　３月26日、旧伊保内幼稚園の跡地で、当時の園児た
ちが６年前に埋めたタイムカプセルを掘り起こしまし
た。平成23年に伊保内幼稚園が閉園になったことを名
残惜しみ、最後の園児となった28人が園庭にタイムカ
プセルを埋設。小学校を卒業する６年後の今年に掘り起
こそうと、自分の宝物などを埋めました。この日は児童
約20人が集まり、当時、自分が描いた絵や写真などを
手に取り、「かわいかったね、こんなに小さかったんだ」
と懐かしみ、園児だった頃へ思いをはせていました。
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戸
田
上
が
鍵
掛
け
モ
デ
ル
継
続
へ

　
４
月
14
日
、
戸
田
上
行
政
区
が

鍵
掛
け
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ

れ
、
二
戸
警
察
署
の
中
屋
敷
修
二

署
長
か
ら
高
見
舘
保
さ
ん
（
戸
田

上
）
へ
指
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
同
行
政
区
は
平
成
28
年
度
に

指
定
さ
れ
、
本
年
度
も
継
続
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
五
枚
橋
久
夫
村
長

は
、「
戸
田
元
村
防
犯
隊
を
結
成

し
、
安
心
安
全
な
村
づ
く
り
に
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も
啓

蒙
活
動
な
ど
を
継
続
い
た
だ
き

た
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

鍵
掛
け
モ
デ
ル
に
指
定
さ
れ
た
戸
田

上
行
政
区
（
中
央
・
高
見
舘
保
さ
ん
）

☆
１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆

◉
６
月
に
１
歳
を
迎
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
大
募
集
！
希
望
す
る
人
は

５
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
、
写
真
（
デ
ー
タ
も
可
）
を
広
報
担
当
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
６
７
）
ま
で
持
参
く
だ
さ
い
。

小野寺　泰
たい

乙
き

くん
５月26日生まれ／長男／伊保内下

（父）智之さん（母）尚実さん
「いつも笑顔をありがとう」
お父さん・お母さんより

　

村
地
域
安
全
推
進
員

の
辞
令
交
付
式
が
４
月

３
日
、
役
場
第
２
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

推
進
員
５
人
の
う
ち

２
人
が
出
席
し
、
五
枚

橋
久
夫
村
長
か
ら
辞
令

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
五
枚
橋
村
長
は「
明

る
く
住
み
良
い
村
づ
く

り
の
建
設
に
ご
尽
力
い

明るい村へ決意新たにた
だ
き
た
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。
な
お
、
推
進
員
の
任
期
は

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

32
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

と
な
っ
て
お
り
、
任
命
さ
れ
た

５
人
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
村
地
域
安
全
推
進
員

▽
隊
長
＝
尾
友
元
一

▽
隊
員
＝
下
川
原
勉
、
滝
谷
清

志
、
七
戸
智
広
、
森
下
誠

辞令書を手渡される地域安全推進員

　
村
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
長

年
務
め
た
石
川
ツ
エ
さ
ん
（
75
歳

石
川
ツ
エ
さ
ん
に
表
彰
状
贈
呈

村
民
生
・
児
童
委
員
を
長
年
務
め
た

石
川
ツ
エ
さ
ん（
中
）に
賞
状
が
贈
呈

＝
江
刺
家
上
）
に
、
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
石
川

さ
ん
は
平
成
13
年
か
ら
15
年
間
、

民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
在
職
。

平
成
25
年
12
月
か
ら
３
年
間
は

村
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

を
務
め
、
村
の
地
域
福
祉
活
動
の

推
進
や
社
会
福
祉
事
業
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
状
の
伝
達
は

４
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
、
村
民

生
児
童
委
員
協
議
会
総
会
の
席

上
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

畑中　望
も

愛
あ

ちゃん
５月29日生まれ／四女／戸田下

（父）誠さん（母）直美さん
「うちの癒し系です。いっぱい遊んでいっぱい食べ
て大きくなってね^^」お父さん・お母さんより
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大
銀
杏
芽
吹
く
こ
こ
よ
り
霊
地
な
り

高
島
ふ
み
女

雑
魚
追
い
て
孫
と
遊
ぶ
や
春
の
川

香
ば
し
き
木
の
芽
田
楽
厨く

り

豊
か

山
峡
や
か
ぎ
舵か

じ

乱
さ
ず
鳥
帰
る

一
瞬
に
飛
び
去
る
鷺さ

ぎ

は
餌
を
咥く
わ

え

玄や
し
ゃ
ご孫
抱
く
こ
の
幸
先
や
老
の
ど
か

土
撒ま

き
て
雪
解
促
す
農
夫
か
な

田
村　

畦
畔

音
を
た
て
雪
解
け
濁
流
春
の
川

田
楽
は
我
が
家
独
特
男
味

峡か
え

の
空
何ど

処こ

か
ら
ど
こ
え
鳥
帰
る

集
会
所
地
域
総
出
の
大
掃
除

裏
の
土
手
早
咲
き
揃そ

ろ

う
桜
草

群
な
し
て
我
に
微ほ

ほ

笑え

む
蕗ふ
き

の
薹と
う

舘
村　

青
村

菅
野　

岑
子

一
人
住
み
木
の
芽
田
楽
一
つ
焼
く

水
を
や
る
子
も
一
役
や
苗
木
市

明
る
さ
を
空
に
広
げ
て
白
木も

く

蓮れ
ん

山
国
の
風
の
荒
さ
よ
花
こ
ぶ
し

一
枚
の
青
さ
と
な
り
ぬ
春
の
空

冬
部　

雪
女

春
の
川
流
れ
塞ふ

さ

い
て
橋
普
請

村
の
市
木
の
芽
田
楽
売
り
切
れ
し

ゆ
る
や
か
に
呼
び
交
は
し
つ
つ
鳥
帰
る

今
日
も
ま
た
凡
愚
に
過
ご
し
日
の
永
き

山
笑
ふ
風
光
明め

い

媚び

な
九
戸
村

煌き
ら

め
い
て
流
る
瀬
音
や
春
の
川

独
り
酌く

む
田
楽
豆
腐
の
佳か

肴こ
う

か
な

北
天
え
遠
の
く
声
や
鳥
帰
る

片
栗
の
花
も
見
頃
や
熊
野
館

無
量
山
無
量
無
辺
の
風
薫
る

【
三
月
席
題
詠
よ
り
】

山
笑
ふ
総
理
の
舌
は
よ
く
回
る　
　
　
（
畦　

畔
）

春
迎
え
ま
だ
ま
だ
生
き
た
し
八
十
路
か
な

春
彼
岸
娘
の
里
帰
え
り
早
二
日　
　
　
（
赤　

藤
）

春
場
所
や
夢
中
の
果
て
舌
を
打
つ

山
の
子
の
下
校
は
一
人
雪
間
踏
む　
　
（
ふ
み
女
）

胸き
ょ
う
き
ん
襟
を
開
け
る
友
や
春
こ
た
つ

木
の
芽
晴
鳥
冗
舌
に
雑
木
山　
　
　
　
（
雪　

女
）

春
の
寺
村
お
こ
し
て
ふ
「
ほ
ず
袋
」

云ゆ

う
な
れ
ば
皆
ん
な
仲
好
し
弥や
よ

生い

句
座（
青　

村
）

い
と
け
な
き
命
消
え
ゆ
く
春
の
雪

　

若
い
と
き
に
30
年
ぐ
ら
い
関
東
方
面

で
左
官
業
を
し
て
き
ま
し
た
。
仕
事
も

休
暇
も
家
族
一
緒
に
、
仲
良
く
過
ご
し

て
き
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
？　
山
菜
採
り
が
好
き
で
、
秋

に
は
キ
ノ
コ
を
採
る
こ
と
が
面
白
い
ね
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
休
む
暇
な
く
、

一
生
懸
命
稼
い
で
き
た
こ
と
だ
ね
。

◆
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？　
仲
間
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
て
み
た
い
ね
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
約
40
年
前
に
、

家
族
み
ん
な
で
富
士
山
に
登
っ
た
こ
と

が
感
慨
深
い
ね
。

　
平
成
14
年
に
結
婚
し
自
宅
を
新
築
。
長
女
・

美
優
さ
ん
（
14
歳
）
と
３
人
で
暮
ら
し
、
平
成

15
年
か
ら
は
㈱
十
文
字
チ
キ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

で
働
い
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
・
特
技
は
？　
釣
り
が
好
き
で
、
年
に

20
回
ぐ
ら
い
海
や
川
へ
出
掛
け
て
い
ま
す
。

◆
休
み
の
日
は
？　
美
優
が
所
属
し
て
い
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
支
援
や
指
導
に
携
わ
る

こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
美
優
が
バ
レ
ー
で

勝
っ
た
と
き
が
一
番
う
れ
し
い
ね
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
大
好
き
な
釣
り
に
毎
日

出
掛
け
、
漁
師
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。
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平
成
29
年
度
教
職
員
着
任
式

が
４
月
10
日
、
新
た
に
着
任
し

た
教
職
員
16
人
と
関
係
者
が
出

席
し
、
村
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

教
職
員
を
代
表
し
て
、
新
採

用
で
伊
保
内
小
学
校
に
配
属
さ

れ
た
細
田
崇
志
さ
ん
が
「
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
、
公
正
に
職

務
を
執
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
宣
誓
。
着
任
さ
れ
た
先

生
た
ち
は
、
こ
の
九
戸
村
で
も

意
欲
的
に
教
育
に
励
も
う
と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

新
た
に
着
任
し
た
教
職
員
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
伊
保
内
小
学
校

藤
村
健
一
（
校
長
）、
蛯
子
あ
ゆ

み
（
教
諭
）、
細
田
崇
志
（
同
）

▽
長
興
寺
小
学
校

伊
藤
博
之
（
校
長
）、
村
井
春
美

（
教
諭
）、
大
村
裕
也
（
同
）、
千

田
あ
か
ね
（
同
）

▽
戸
田
小
学
校

佐
藤
良
史
（
副
校
長
）、
佐
賀
敦

子
（
教
諭
）、
中
野
智
康
（
同
）

▽
山
根
小
学
校

佐
々
木
優
（
校
長
）、
斉
藤
龍
一

（
教
諭
）

▽
江
刺
家
小
学
校

山
崎
ゆ
か
り
（
教
諭
）

▽
九
戸
中
学
校

山
崎
弘
貴
（
副
校
長
）、
戸
來
ま

り
子
（
教
諭
）、
杉
澤
剛
（
主
任

主
査
）

教
職
員
16
人
が
新
た
に
着
任

決意を新たにする伊保内小の細田崇志教諭

　上記の表以外にもいろいろな教室を企画
していますので、生涯学習・保健ガイドな
どで情報を提供していきます。知識や技術
に触れることは生活を充実させ、スポーツ
は心身を健やかに保ち、仲間づくりの機会
にもなります。今年は、何か新しいことに
チャレンジしてみませんか？
■申し込み・問い合わせ　教育委員会生涯
学習班（☎42-2111内線304・305）

開催月 教室・講座・大会など
６月 ●Ｂ＆Ｇ海洋センターオープン

７月 ●村民体育大会
　（野球・卓球・バレーボール・ゲートボール競技）

８月 ●村小中学校水泳大会
●村学童相撲大会

９月

●村民スポ・レク大会　（ソフトボール・グラウンド
　ゴルフ・ビーチボール・パークゴルフ・村民登山）
●九戸政實杯ゲートボール親善交流大会
●九戸政實杯グラウンド・ゴルフ大会
●村民体育大会（駅伝競技）
●村長杯空手道選手権大会

10 月 ●村家庭婦人バレーボール大会
●村長杯パークゴルフ大会

11 月 ●ちびっこ綱引き大会（小学生対象）
●村民体育大会（綱引き競技）

12 月 ●村ビーチボール大会
１月 ●村長杯ゲートボール大会

２月 ●村小中学校スキー大会
●村スキー選手権大会

年間 ●学校施設開放事業　　●スポーツ教室

開催月 教室・講座・大会など

５月

●生涯学習アカデミー開講（２月まで随時開催）
●女性教室開講（２月まで随時開催）
●書道教室開講（２月まで月１回）
●料理教室開講（１月まで全８回）
●着付け教室開講（９月まで全８回）
●パッチワーク教室開講（10月まで全６回 )
●九曜塾開講（小学生対象・２月まで全10回）

６月 ●小学生ボールルームダンス教室開講（12月まで全10回）
●陶芸教室開講（９月まで昼夜各６回）

８月 ●村成人式　　　●戸のまち交流キャンプ

９月 ●村民読書感想文コンクール作品募集開始（11月まで）
●ステンドグラス教室開講（10月まで全３回）

11 月 ●村産業・芸術文化まつり
●整理収納教室開講（12月まで全３回）

１月

●新春書き初め大会　●村婦人の集い
●地域子ども読書会　●村教育振興運動集約集会
●舞踊教室開講　　　●戸のまちスキー交流会
●手作り伝承塾開講　（２月まで随時開催）

２月 ●村づくり推進の集い　●ジュニアリーダー研修会

年間
●家庭教育学級　　　●九戸の歴史を学ぶ
●地区公民館講座　　●講師派遣事業
●やまびこ読み聞かせ会（年６回偶数月）

≪生涯学習関係≫ ≪生涯スポーツ関係≫

生涯学習・生涯スポーツ事業予定
　村教育委員会などが主催する、本年度の各種講座・スポーツ大会などを次の通り予定しています。友達と一緒に新し
いことにチャレンジしてみませんか？（開催日は現時点での予定です）
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のお薦め図書

　千年に一度の大日照りの
年、一本のトウモロコシの
苗を守るため村に残った老
人と盲目の犬は、わずかな
食料をネズミと奪い合い、
水を求めてオオカミに立ち
向かう。命をつなぐため
に、老人が取った驚くべき
最後の手段とは？

年月日
閻
えん
　連科　著／白水社

言ってはいけない残酷すぎる真実
橘　玲　著／新潮新書

虹を待つ彼女
逸木　裕　著／角川書店

　人間は平等で、努力は報わ
れ、見た目は大した問題では
ない。だが、それらは絵空事
だ。往々にして、努力は遺伝
に勝てない。知能や学歴、年
収、犯罪癖も例外でない。
　読者諸君。この口に出せな
い、この不愉快な現実を直視
せよ。

　2020年、有能な研究者
の工藤は、死者を人口知能
化するプロジェクトに参加
する。試作品に選ばれたの
は、６年前に劇場型自殺を
遂げた人気ゲームクリエイ
ター、水科晴だった。
　第36回横溝正史ミステ
リ大賞受賞作品。

　悲しいことばかり
で、夢見ることを忘れ
てしまった孤独なカエ
ル・ぴっぽ。そんなぴ
っぽに勇気を与えたの
は、旅の途中で出会っ
た小さな生き物たちが
抱く、大きな夢でし
た。

ぴっぽのたび
刀根　里衣　著／ＮＨＫ出版

　

九
戸
中
学
校
は
平

成
29
年
度
、
生
徒

１
５
０
人
、
教
職
員

25
人
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

吉
田
竜
二
郎
校
長

は
、
始
業
式
の
式
辞

で
あ
い
さ
つ
の
大
切

さ
を
強
調
し
ま
し

た
。
吉
田
校
長
は「
″

先
手
必
勝
の
あ
い
さ

つ
〞
と
い
う
言
葉
が

あ
り
、
人
間
関
係
の
基
本
で
あ

る
あ
い
さ
つ
は
、
自
分
か
ら
先

に
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
い
人
間
関
係
が
生
ま
れ
、
よ

い
気
持
ち
で
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
。
誰
と
で
も
明
る

く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
気
持

ち
の
表
れ
が
先
手
必
勝
の
あ
い

さ
つ
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
一
人
一
人
が
『
先
手
必

勝
の
あ
い
さ
つ
』
を
実
践
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
九
戸
中
学
校

が
大
切
に
し
て
い
る
文
化
を
さ

ら
に
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
春
、
転
入
し
た
教
職
員

を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
副
校
長　
　
山
崎
弘
貴

▽
主
任
主
査　
杉
澤
剛

▽
教　
諭　
　
戸
來
ま
り
子

▽
講　
師　
　
下
田
直
美

　
　
　
　
　
　
平
野
大

▽
用
務
員　
　
中
村
真
樹

先手必勝のあいさつを

　

伊
保
内
高
等
学
校
で
は
４
月

７
日
、
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新

た
に
31
人
の
新
入
生
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
の
後
は
県
北
青
少
年

の
家
で
２
日
間
の
宿
泊
研
修
、

対
面
式
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
基
礎
力
調
査
、
情
報
モ
ラ

ル
講
座
、
学
年
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

５
日
間
に
わ
た
る
応
援
歌
練
習
、

さ
ら
に
、
高
校
総
合
体
育
大
会

地
区
予
選
と
目
ま
ぐ
る
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

宿
泊
研
修
で
は
、
県
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
相
馬
満
枝

先
生
を
講
師
に
、
グ
ル
ー
プ
活

動
な
ど
を
通
し
て
人
間
関
係
づ

く
り
の
土
台
を
学
び
ま
し
た
。

「
違
う
中
学
校
の
生
徒
と
話
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想

　

１
学
年
長　

佐
々
木　

謙
次　

新
入
生
31
人
が
仲
間
づ
く
り

が
あ
り
、
出
身
校
が
違
う
生
徒

同
士
も
、
新
し
い
仲
間
と
し
て

打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。

▽
特
別
支
援
教
育
支
援
員

　
田
村
隆
子　
吉
楽
恵
美
子

　
　
　
（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

宿泊研修で交流を深める伊保内高校の新入生31人



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

12

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

４
月
か
ら
各
種
が
ん
検
診
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
が
ん
に
つ
い
て
今
一

度
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

が
ん
と
は
、
正
常
な
細
胞
の
遺
伝
子

が
何
ら
か
の
原
因
で
傷
付
く
こ
と
に

よ
っ
て
が
ん
細
胞
と
な
り
、
自
分
勝
手

に
増
殖
し
た
り
、
周
囲
に
広
が
る
病
気

で
す
。
血
液
や
リ
ン
パ
管
を
通
じ
て
飛

び
火
（
転
移
）
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

が
ん
は
加
齢
に
伴
い
罹り

患か
ん

す
る
リ
ス

ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
２
人
に
１
人
が

生
涯
に
一
度
は
が
ん
に
か
か
る
と
推
計

さ
れ
て
い
て
、
が
ん
は
誰
も
が
患
う
可

能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

　

が
ん
は
一
昔
で
あ
れ
ば
不
治
の
病
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
検
査
・

治
療
技
術
な
ど
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
早

期
発
見
・
治
療
が
で
き
る
病
気
に
な
り

ま
し
た
。
が
ん
検
診
は
、
が
ん
を
早
期

に
発
見
し
早
期
に
適
切
な
治
療
を
行
う

こ
と
で
、
が
ん
が
原
因
で
亡
く
な
る
確

率
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
月
は
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
、

６
月
は
大
腸
が
ん
検
診
、
９
～
10
月
は

肺
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
検
診
を
行
い
ま

す
。

検
診
を
受
け
、
が
ん
死
亡
率
を
軽
減
し
よ
う

　

今
後
も
健

康
な
生
活
や

仕
事
を
続
け

て
い
く
た
め

に
、
自
分
の

体
を
い
た
わ

る
日
を
作
っ

て
み
ま
し
ょ

う
。

【
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
新
12
か
条
】

①
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

②
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る
だ
け

　
避
け
る

③
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

④
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
を

⑤
塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

⑥
野
菜
や
果
物
は
不
足
に
な
ら
な
い
よ

　
う
に

⑦
適
度
に
運
動

⑧
適
切
な
体
重
維
持

⑨
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防
と
治

　
療

⑩
定
期
的
な
が
ん
検
診
を

⑪
体
の
異
常
に
気
が
付
い
た
ら
、
す
ぐ

　
に
受
診
を

⑫
正
し
い
が
ん
情
報
を
知
る
こ
と

　
　
　
　
　
（
保
健
師　
船
山　
信
香 

）

　

高
齢
者
と
若
者
の
間
で
公
平
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担

を
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
29
年
４
月
か

ら
75
歳
以
上
の
保
険
料
の
軽
減
割
合
が

変
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
特
定
の
範
囲
の
人

が
昨
年
よ
り
軽
減
が
減
り
ま
す
。

※
低
所
得
者
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。

■
75
歳
以
上
の
保
険
料

　
保
険
料
（
限
度
額
57
万
円
）

　
①
均
等
割
額
（
３
万
８
千
円
）

　
　
全
て
の
人
に
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
軽
減
さ
れ

　
　
ま
す
。

　
　

　

②
所
得
割
額
（
被
保
険
者
の
所
得
×

　
　
所
得
割
率
７
・
36
％
）

　
　

個
人
の
年
収
に
応
じ
て
軽
減
さ
れ

　
　
ま
す
。

75
歳
以
上
の
軽
減
割
合
が
変
わ
り
ま
し
た

❷
所
得
割
の
額
が
変
更

≲
対
象
者
≳
年
収
約
１
５
３
万
円
～
約

２
１
１
万
円
の
人

所
得
割
の
５
割
軽
減
が
２
割
に
変
更

該
当
す
る
人
の
所
得
割
は
特
例
的
に
５

割
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
29

年
度
か
ら
は
２
割
軽
減
に
な
り
ま
す
。

○
制
度
が
変
更
に
な
り
、
保
険
料
が
増

え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
に
つ

い
て
は
６
月
か
ら
７
月
頃
に
保
険
料
額

決
定
通
知
書
が
発
送
と
な
り
ま
す
の
で

確
認
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
を
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
で

収
め
て
い
る
人

　

年
金
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
っ
て
い

て
保
険
料
が
増
え
た
人
は
、
10
月
か
ら

引
き
落
と
し
さ
れ
る
額
が
増
え
ま
す
。

＋ ＝

❶
均
等
割
の
額
が
変
更

≲
対
象
者
≳
元
社
会
保
険
被
扶
養
者
、

年
金
収
入
１
６
８
万
円
以
上
の
人
な
ど

所
得
割
の
９
割
軽
減
が
７
割
に
変
更

特
例
的
に
９
割
軽
減
さ
れ
て
い
た
人
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
は
７
割
軽
減
と
な
り

ま
す
。



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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春
の
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、

風
の
強
い
日
が
多
く
な
り
火
災
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
野
焼
き
な

ど
を
行
う
時
は
、
火
の
取
り
扱
い
に

十
分
注
意
し
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
乾
燥
注
意
報
や
強
風
注
意

報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
野

焼
き
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

村内の火災・救急（３月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 0 件 －１件
救 急 29 件 69 件 －２件

火
の
用
心
　
こ
と
ば
を
形
に
　
習
慣
に

　

悪
質
業
者
は
、
あ
の
手
こ
の
手
で
あ

な
た
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、

悪
質
業
者
に
よ
る
次
の
よ
う
な
被
害
や

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
遭
っ
た
と
き
、
次
の
よ
う
な

電
話
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、
迷
わ
ず

す
ぐ
に
警
察
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
利
殖
勧
誘
商
法

　

未
公
開
株
、
社
債
、
事
業
へ
の
投
資

な
ど
の
取
引
に
関
し
て
、

⃝

今
買
え
ば
必
ず
も
う
か
り
ま
す

⃝

〇
〇
社
の
株
や
社
債
を
代
理
で
購
入

し
て
ほ
し
い

⃝

謝
礼
を
払
う
の
で
名
前
を
貸
し
て
ほ

し
い

な
ど
と
ウ
ソ
を
つ
い
て
、
偽
物
の
株
や

社
債
を
購
入
さ
せ
た
り
、
架
空
の
事
業

へ
の
投
資
を
持
ち
か
け
て
お
金
を
だ
ま

し
取
り
ま
す
。

■
点
検
商
法

　

住
宅
や
ト
イ
レ
周
り
の
無
料
点
検
の

ふ
り
を
し
て
訪
問
し
、

⃝
床
下
換
気
扇
を
付
け
な
け
れ
ば
土
台

が
腐
り
ま
す
よ

⃝

ト
イ
レ
の
換
気
扇
は
10
年
で
交
換
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
よ

な
ど
と
ウ
ソ
を
つ
い
て
、
高
額
で
不
要

悪
質
業
者
は
う・

そ・

つ・

き・

　

ま
た
、
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も

あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ

け
な
い
人
に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
、

面
談
を
行
い
、
早
期
に
納
め
て
も
ら
う

よ
う
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
や
猶
予
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も
の
時

に
あ
な
た
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
３
月

分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
万
６
４
９
０
円
で
す
。
き
ち
ん
と
納

期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら

れ
る
納
付
書
を
使
用
し
、
金
融
機
関
・

郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

村内の交通事故（３月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 2 件 ＋ 2 件
物損事故 6 件 20 件 － 3 件
負 傷 者 0 人 2 人 ＋ 2 人
死 亡 者 0 人 0 人 ±0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ＋ 1 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 904日
（3月31日現在）

国
民
年
金
を
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

な
工
事
を
し
た
り
、
勝
手
に
換
気
扇
を

取
り
付
け
た
り
し
ま
す
。

■
送
り
付
け
商
法

　

高
額
な
健
康
食
品
や
海
産
物
な
ど
、

注
文
し
て
い
な
い
商
品
を
代
金
引
換
郵

便
な
ど
で
勝
手
に
送
り
付
け
、

⃝

あ
な
た
の
家
族
か
ら
確
か
に
注
文
を

受
け
て
い
る

な
ど
と
ウ
ソ
を
つ
い
て
、
高
額
な
代
金

を
一
方
的
に
請
求
し
ま
す
。

「
悪
質
業
者
は
う・

そ・

つ・

き・

」

う
・
う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い

そ
・
そ
う
だ
ん
す
る

つ
・
つ
ら
れ
て
返
事
を
し
な
い
。
す
ぐ

に
契
約
し
な
い

き
・
き
っ
ぱ
り
、
は
っ
き
り
断
る

２
０
１
７
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
不燃・ビン・金物 ５月１日㊊ ５月２日㊋ ５月８日㊊
空 き 缶 ５月15日㊊ ５月16日㊋ ５月22日㊊
粗 大 ご み ５月23日㊋ ５月９日㊋
紙・プラ類 ５月11日㊍ ５月17日㊌ ５月25日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
５ ３ 松井内科医院 33-2201 ５ ３ 右門歯科クリニック 38-2288
４ 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 ４ 沢藤歯科医院 25-4002
５ 川村医院 23-3252 ５ ムカイダ歯科クリニック 46-4636
７ いちのへ内科クリニック 33-2701 ７ ますだ歯科クリニック 26-8282
14 齋藤産婦人科医院 23-2505 14 岩渕歯科医院 32-2238
21 カシオペア医院 23-3331 21 菅原歯科医院 27-3301
28 ふくもりたこどもクリニック 43-3137 28 曽根歯科医院 27-3108

５月

  労働保険料の申告・
納付は７月10日まで

　労働保険料は年度当初に概算で
保険料を納付し、翌年度に確定保
険料を計算し、精算する方法をとっ
ています。
　また、石綿健康被害救済のため
の「一般拠出金」についても申告・
納付が必要になります。
　なお、本年度の申告・納付期間は、
６月１日から７月10日となってい
ますので、期日までに最寄りの銀
行、または郵便局で手続きを終え
るようお願いします。
■労働保険料の申告・納付期間　
　６月１日（木）～７月10日（月）
■問い合わせ　岩手労働局総務部労
働保険徴収室（☎019-604-3003）

いわてで働こう
ＵＩＪターン面接会

　県内へのＵＩＪターンを促進す
るため、岩手での就職を応援する
面接会を開催します。
■日時　６月９日（金）
　午後１時～午後３時30分
■場所　東京都新宿区西新宿２-7-1
　小田急第一生命ビル21階
　（東京新卒応援ハローワーク「出
　会いのフロア」）
■対象　平成30年３月大学等卒業
予定者、既卒者および一般求職者
■内容　企業ＰＲタイム、岩手に就
業場所のある企業との面接、職業相
談・情報提供、移住・定住相談
■問い合わせ　岩手労働局職業安定
部職業対策課（☎019-604-3005）

岩手芸術祭の
テーマを募集

　芸術文化の創造と発展をイメー
ジさせる「岩手芸術祭」のテーマ
を募集します。
■応募資格　岩手県内在住、岩手県
出身または岩手県に本籍がある人
■応募方法　
▷応募用紙の場合
事業団のホームページからダウン
ロードしてください。
▷はがき、メール、ＦＡＸの場合
①応募テーマ（５点以内）、②氏名
（ふりがな）、③年齢、④性別、⑤
職業（学生の場合は学校名・学年
を記入）、⑥住所、⑦電話番号（連
絡先）をもれなく記載してください。
■応募期限　５月31日（水）必着
■表彰　
○優秀作…賞状・賞金（２万円）
○佳作…賞金（５千円）
（中学生以下の場合は図書カード）
■応募・問い合わせ
〒020-0023　盛岡市内丸13番１
号　岩手芸術祭実行委員会事務局
テーマ募集係（☎019-654-2235）

  岩手駐屯地
一般公開します

　岩手駐屯地では一般公開を次の
通り行います。
■日時　６月11日（日）（雨天決行）
　午前８時30分～午後３時
■場所　陸上自衛隊岩手駐屯地
■主な催し　記念式典、観閲行進、
空
くうてい

挺降下、戦車の体験搭乗
■問い合わせ　陸上自衛隊岩手駐
屯地司令業務室広報班（☎019-
688-4311内線256）
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

人のうごき
（平成29年4月1日現在）

●人　口　　６，０１４　人  （ー３２）

　　男　　　 ２，８９９　人  （ー１４）

　　女　　　 ３，１１５　人  （ー１８）

●世帯数　　２，１６３世帯　　（－５）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 １１　人  　（２２人）

　 転　 出　　　 ４１　人  　（５７人）

　 出　 生　　 　　４　人  　　（８人）

　 死　 亡　　　 　２　人  　（２３人）
（カッコ内は１月からの累計）

障がい者向け
無料相談

■電話での相談
専門相談員が相談に応じます。
☎019-639-6533
■来室での相談
事前に電話で予約をお願いします。
■受付時間
●月～水・金曜日（第３金曜日除く）
　午前10時～午後３時
●木曜日　午後３時～午後８時
●第３土曜日　午前10時～午後３時
■弁護士による相談
●日時　毎月第２火曜日
　午前10時～午後３時
■相談料　無料
■申し込み・問い合わせ　県障がい
者110番相談室（☎019-639-6533）

  愛犬のしつけ教室
参加しませんか？

　愛犬のしつけ教室を開催します。
■日時
　６月18日（日）
　午前10時30分
　～正午
■場所　馬淵川公
　園駐車場
■参加費　1,000円
■申し込み・問い合わせ　わんこ
の会事務局（☎23-8257）

  一人親家庭向け
無料法律相談会

　一人親家庭の人を対象にした無
料法律相談会を開催します。
■日時　６月７日（水）
　　　　午前10時～午後３時
■場所　久慈地区合同庁舎　２階
■対象　一人親家庭の母子、父子、
寡婦の人
■問い合わせ　県北広域振興局保
健福祉環境部（☎0194-53-4982）

  楽しみませんか？
九戸さくらまつり

　九戸神社例大祭と九戸さく
らまつりが行われます。家族
や友達と一緒に、さくらや郷
土芸能を楽しみませんか？
■日時　５月５日（金）
　　　　午前10時～
■場所　九戸神社境内
■問い合わせ　九戸神社社務
所（☎42-3672）

昨年度の九戸さくらまつり

編集後記
◆先日、女性の肌を触ったという事
件がありました。相手に不快な思い
をさせていまいこの場を借りてお
詫び申し上げます。◆相手（特に女
性）の気持ちを考えて行動できるよ
うにしたいと反省しました。（下村）
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４

月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
展
開
さ
れ
、

村
内
各
地
で
啓
発
運
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

村
内
５
小
学
校
前
で
は
10
日
、

児
童
た
ち
に
黄
色
い
羽
根
を
配
布
。

無
事
故
を
願
う
言
葉
が
書
か
れ
た

紙
の
入
っ
た
黄
色
い
羽
根
の
ワ
ッ

ペ
ン
が
、
村
交
通
安
全
母
の
会
の

会
員
な
ど
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
12
日
か
ら
26
日
の

期
間
で
は
、
村
内
小
中
学
校
に
て

交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

19
日
に
江
刺
家
小
学
校
で
行
わ

れ
た
交
通
安
全
教
室
で
は
、
全
校

児
童
34
人
が
参
加
し
、
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
１
、２
年
生
は
国
道
に
出
て
、
二

戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
署
員
か
ら

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
横
断
歩
道

が
な
い
場
所
で
の
道
路
の
渡
り
方

を
実
際
に
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

３
年
生
か
ら
６
年
生
は
校
庭
で
自

転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
、
村
交

通
指
導
員
な
ど
か
ら
教
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
林
そ
の
美
さ
ん
（
２
年
）

は
「
信
号
が
青
で
も
、
右
左
を
見

て
か
ら
渡
ら
な
い
と
い
け
な
い
と

分
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

20
日
、
長
興
寺
小
学
校
で
は
全

校
児
童
48
人
が
村
交
通
指
導
員
な

ど
か
ら
交
通
規
則
を
教
わ
り
ま
し

た
。
１
、２
年
生
は
横
断
歩
道
の
渡

り
方
な
ど
を
教
わ
り
、
３
年
生
以

上
は
自
転
車
の
乗
り
方
を
学
び
ま

し
た
。
児
童
た
ち
は
手
信
号
の
出

し
方
、
止
ま
り
方
な
ど
を
確
認
し

て
い
ま
し
た
。

　

自
転
車
の
運
転
に
自
信
が
無
さ

そ
う
な
児
童
た
ち
も
、
指
導
を
受

け
る
と
短
時
間
で
上
達
し
、
笑
顔

で
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
付
け
て
い

ま
し
た
。
銚
子
瑠
華
さ
ん
（
２
年
）

は
「
こ
れ
か
ら
も
車
に
気
を
付
け

て
歩
く
よ
う
に
し
た
い
」
と
気
を

引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

1616

手を上げて道路を渡る練習をする江刺家小児童自転車の乗り方を教わる長興寺小学校の児童 車が来ないか確かめて横断する江刺家小児童

16

横断歩道では手を上げて、右見て、左見て、右見て車が来なかったら渡ります（長興寺小学校児童）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

自
分
の
命
を
守
ろ
う

　
交
通
ル
ー
ル
を
確
認


